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１００人の小学生が「一日海員学校」を体験

千葉県知事へ申し入れ〈関東〉
海の日関連・海事関係功労者の表彰
〈北海道・関東・大阪・名古屋・鹿児島〉
全国の主要港で
FOC・POCキャンペーン

2 面
3 面

4 面

内
探
検
の
ほ
か
、
船
や
船
員
に
つ

い
て
の
勉
強
会
が
行
わ
れ
た
。

船
と
船
員
に
つ
い
て
の
勉
強
会

で
は
、
清
家
勉
宇
和
島
運
輸
株
式

会
社
職
場
委
員
と
清
水
駿
愛
媛
支

部
長
が
講
師
と
な
り
、
船
の
役
割

や
船
員
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
の
説

明
が
行
わ
れ
た
。

巻
き
結
び
、
も
や
い
結
び
を
教
え

た
。
最
初
は
苦
戦
し
て
い
た
児
童

も
、
高
校
生
の
優
し
く
て
い
ね
い

な
教
え
方
で
、
最
後
に
は
全
員
が

結
び
方
を
マ
ス
タ
ー
し
て
い
た
。

八
幡
浜
港
に
到
着
し
、
多
く
の

保
護
者
が
出
迎
え
る
中
、
旅
客
タ

ー
ミ
ナ
ル
１
階
で
、
閉
校
式
が
行

わ
れ
、
除
補
修
中
・
四
国
地
方
支

部
長
と
八
幡
浜
市
立
神
山
小
学
校

の
菊
池
貴
洋
教
頭
先
生
か
ら
あ
い

さ
つ
が
述
べ
ら
れ
、「
１
日
海
員

学
校
」
は
無
事
に
終
了
し
た
。
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⏯

体
験
乗
船
を
終
え
た
児
童
た
ち

か
ら
は
、
今
回
の
体
験
乗
船
を
つ

う
じ
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。

▽
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
教
室
で
、
い

ろ
い
ろ
な
結
び
方
を
覚
え
る
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
▽
ロ
ー
プ
ワ

ー
ク
教
室
で
教
え
て
も
ら
っ
た
結

び
方
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い

▽
操
舵
室
で
レ
ー
ダ
ー
や
コ
ン
パ

ス
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
機
械
を
見
れ

て
よ
か
っ
た
▽
機
関
室
は
と
て
も

暑
く
て
大
き
な
音
が
し
て
い
た
▽

船
の
エ
ン
ジ
ン
や
い
ろ
ん
な
機
械

を
見
て
、
説
明
を
聞
け
た
こ
と
が

良
か
っ
た
▽
は
じ
め
て
機
関
室
に

入
れ
て
よ
か
っ
た
▽
船
の
人
た
ち

が
ど
れ
だ
け
大
変
な
仕
事
を
し
て

い
る
か
が
わ
か
っ
た
▽
海
や
船
の

こ
と
を
た
く
さ
ん
知
る
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
▽
水
族
館
で
魚
の

こ
と
を
た
く
さ
ん
知
る
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
▽
将
来
は
船
員
に

な
り
た
い
―
な
ど
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
「
一
日

海
員
学
校
」
は
夏
休
み
の
貴
重
な

思
い
出
と
な
っ
た
。

体
験
乗
船
「
１
日
海
員
学
校
」

の
開
校
式
は
午
前
９
時
に
始
ま

り
、
平
岡
英
彦
中
央
執
行
委
員
が

「
船
は
私
た
ち
が
生
活
す
る
う
え

で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

今
日
一
日
、
実
際
に
船
に
乗
り
、

普
段
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い

操
舵
室
や
機
関
室
の
見
学
な
ど
、

船
や
船
員
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ん

で
、
将
来
船
員
に
な
り
た
い
と
い

う
人
が
出
て
く
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
主
催
者
代
表
あ
い

さ
つ
を
述
べ
た
。
次
に
体
験
乗
船

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
松
岡
正
幸

宇
和
島
運
輸
株
式
会
社
代
表
取
締

役
社
長
と
大
城
一
郎
八
幡
浜
市
長

の
お
二
人
か
ら
、
あ
い
さ
つ
が
述

べ
ら
れ
た
。
続
い
て
、
来
賓
の
本

組
合
政
治
参
与
の
菅
森
実
愛
媛
県

議
会
議
員
と
山
﨑
健
吾
四
国
運
輸

局
宇
和
島
海
事
事
務
所
所
長
が
紹

介
さ
れ
た
。

「ủ
⍷
⎴
⍷
ɺ
」
⎞
ʈ
船

開
校
式
が
終
わ
る
と
全
員
が

「
れ
い
め
い
丸
」
に
乗
船
し
、
子
ど

も
た
ち
は
班
に
分
か
れ
出
港
ス
タ

ン
バ
イ
中
の
機
関
室
を
見
学
。
乗

組
員
か
ら
機
器
や
エ
ン
ジ
ン
の
仕

組
み
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。
大
き

な
機
関
室
に
初
め
て
入
り
、
乗
組

員
か
ら
説
明
を
受
け
た
子
ど
も
た

ち
か
ら
は
「
エ
ン
ジ
ン
の
大
き
さ

や
音
の
大
き
さ
に
び
っ
く
り
し
た
」

な
ど
、
初
め
て
見
る
機
関
室
に
驚

き
を
見
せ
て
い
た
。

機
関
室
見
学
が
終
わ
る
と
「
れ

い
め
い
丸
」
は
大
分
県
の
別
府
港

へ
向
け
出
港
し
た
。
航
海
中
の
船

内
で
は
、「
れ
い
め
い
丸
」
の
長

嶋
良
樹
船
長
か
ら
あ
い
さ
つ
を
い

た
だ
い
た
後
、
操
舵
室
見
学
や
船

大
Ў
Ⴤ
・К
ࡅ
「⍹
⎲
⎒
⎱
⎇
」

別
府
港
に
到
着
す
る
と
大
分
マ

リ
ー
ン
パ
レ
ス
水
族
館
「
う
み
た

ま
ご
」
に
移
動
し
、
班
ご
と
に
施

設
内
を
見
学
し
た
。
大
き
な
水
槽

の
中
を
泳
ぐ
さ
ま
ざ
ま
な
魚
や
イ

ル
カ
シ
ョ
ー
な
ど
を
楽
し
ん
だ
ほ

か
、
見
学
途
中
に
は
、
海
の
生
物

の
勉
強
会
が
行
わ
れ
、
水
族
館
ス

タ
ッ
フ
か
ら
魚
の
習
性
な
ど
に
つ

い
て
説
明
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は

普
段
知
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た

海
の
生
物
を
楽
し
く
学
ん
だ
。
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別
府
港
か
ら
の
復
路
は
、
愛
媛

県
立
宇
和
島
水
産
高
等
学
校
の
善

原
武
士
教
諭
か
ら
愛
媛
県
立
宇
和

島
水
産
高
等
学
校
の
紹
介
が
行
わ

れ
た
後
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
教
室
が

実
施
さ
れ
た
。

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
教
室
で
は
、
愛

媛
県
立
宇
和
島
水
産
高
等
学
校
の

生
徒
が
先
生
と
な
り
、
児
童
に
日

常
生
活
で
も
役
に
立
つ
本
結
び
や

８
月
22
日
、
愛
媛
県
八
幡
浜
港
で
、
本
組
合
主
催
の
体
験
乗
船
「
１
日
海
員
学
校
」
を
開
催
し
、
愛
媛

県
八
幡
浜
市
在
住
の
小
学
校
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
児
童
１
０
０
人
が
参
加
し
た
ほ
か
、
愛
媛
県
立

宇
和
島
水
産
高
等
学
校
の
教
諭
と
生
徒
６
人
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
乗
船
し
た
。
こ
の
体
験
乗
船
は
、
宇
和

島
運
輸
株
式
会
社
の
フ
ェ
リ
ー
「
れ
い
め
い
丸
」
と
「
あ
か
つ
き
丸
」
で
、
八
幡
浜
港
と
大
分
県
の
別
府
港

を
往
復
し
、
操
舵
室
や
機
関
室
を
見
学
し
た
ほ
か
、
船
の
勉
強
会
や
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
教
室
を
実
施
し
た
。

フェ
リ
ー
に
乗
船
、愛
媛
県・八
幡
浜
港
〜
大
分
県・別
府
港
を
往
復

愛媛県八幡浜市愛媛県八幡浜市愛媛県八幡浜市

大城一郎八幡浜市長大城一郎八幡浜市長大城一郎八幡浜市長

松岡正幸宇和島運輸株式会社松岡正幸宇和島運輸株式会社松岡正幸宇和島運輸株式会社
代表取締役社長代表取締役社長代表取締役社長

平岡英彦中央執行委員平岡英彦中央執行委員平岡英彦中央執行委員

長嶋良樹船長長嶋良樹船長長嶋良樹船長

操舵室見学操舵室見学操舵室見学

宇和島運輸株式会社   体験乗船
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ぶ
東
京
湾
横
断
航
路
の
存
続
と
代

替
船
建
造
に
対
す
る
支
援
を
要
請

し
た
。

続
い
て
𠮷
本
允
組
合
政
治
参
与

か
ら
、
東
京
湾
に
残
さ
れ
た
最
後

の
航
路
で
あ
り
、
東
京
湾
フ
ェ
リ

ー
が
こ
れ
ま
で
千
葉
県
を
中
心
と

す
る
地
域
の
産
業
を
支
え
て
き
た

こ
と
、
震
災
時
や
大
型
台
風
の
際

に
、
横
須
賀
へ
の
避
難
に
利
用
さ

れ
た
実
績
な
ど
を
披
歴
し
、
施
設

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
住
民
税
の
個
別
の
減
免

に
つ
い
て
は
、
市
町
村
か
ら
の
申

請
に
基
づ
き
適
切
に
対
応
し
た
い

と
の
見
解
が
示
さ
れ
た
。最
後
に
、

数
年
ぶ
り
の
開
催
を
予
定
し
て
い

る
富
津
市
に
お
け
る
東
京
湾
フ
ェ

リ
ー
を
用
い
た
小
学
生
向
け
の
体

験
航
海
企
画
に
つ
い
て
協
力
を
要

請
し
、
申
し
入
れ
を
終
了
し
た
。

申
し
入
れ
で
は
、
は
じ
め
に
髙

宮
成
昭
関
東
地
方
支
部
長
か
ら
熊

谷
俊
人
千
葉
県
知
事
に
申
し
入
れ

文
書
を
手
交
す
る
と
と
も
に
、
本

組
合
と
全
国
海
友
婦
人
会
の
諸
活

動
に
対
す
る
協
力
に
つ
い
て
感
謝

を
述
べ
、
申
し
入
れ
の
趣
旨
を
説

明
し
た
。

次
に
東
京
湾
フ
ェ
リ
ー
の
高
瀬

雄
一
職
場
委
員
か
ら
、
横
須
賀
市

久
里
浜
港
と
千
葉
県
金
谷
港
を
結

利
用
料
の
減
免
だ
け
で
な
く
代
替

船
新
造
へ
の
支
援
を
求
め
た
。

熊
谷
知
事
か
ら
は
千
葉
県
に
お

け
る
海
事
関
係
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
説
明
が
な
さ
れ
、
東
京
湾
フ

ェ
リ
ー
が
観
光
面
で
地
域
を
支
え

て
い
る
こ
と
や
、
災
害
時
の
役
割

も
認
識
し
て
お
り
、
施
設
利
用
料

の
減
免
や
、
利
用
者
増
加
に
向
け

千
葉
の
観
光
情
報
を
発
信
し
、
海

で
働
く
人
た
ち
を
身
近
に
感
じ
ら

海運・船員政策の申し入れ
熊谷俊人千葉県知事へ熊谷俊人千葉県知事へ熊谷俊人千葉県知事へ

横浜開港166周年みなと祭
優良海事関係者表彰式

神奈川県・横浜市神奈川県・横浜市神奈川県・横浜市

７
月
３
日
、
千
葉
県
に
、
海
運
・
船
員
の
政
策
諸
課
題
に
関
す
る
申
し
入
れ
を
行
い
、
熊
谷
俊
人

千
葉
県
知
事
に
ご
対
応
い
た
だ
い
た
。
申
し
入
れ
に
は
、
海
員
組
合
関
東
地
方
支
部
の
髙
宮
成
昭
関

東
地
方
支
部
長
を
は
じ
め
、
大
滝
恒
関
東
地
方
支
部
長
代
行
と
東
京
湾
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
の
高
瀬

雄
一
職
場
委
員
が
出
席
し
、
本
組
合
の
𠮷
本
允
政
治
参
与
に
ご
同
行
い
た
だ
い
た
。

災
害
時
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
東
京
湾
フ
ェ
リ
ー

小学生向け
体験航海も
企画

７
月
15
日
、
横
浜
港
大
さ
ん
橋

国
際
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
大
さ
ん

橋
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
横
浜
開
港

１
６
６
周
年
み
な
と
祭
優
良
海
事

関
係
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

船
員
関
係
者
と
し
て
、
東
京
汽

船
株
式
会
社
の
大
道
正
周
船
長
と

西
本
健
一
機
関
長
の
２
人
が
受
賞

し
た
。

表
彰
式
の
冒
頭
、
表
彰
状
の
授

与
が
行
わ
れ
、
港
湾
エ
ン
ジ
ニ
ア
・

船
員
の
各
代
表
に
山
中
竹
春
横
浜

市
長
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
、

船
員
を
代
表
し
て
西
本
機
関
長
が

登
壇
し
た
。

続
い
て
、
山
中
市
長
か
ら
今
回

表
彰
の
対
象
と
な
っ
た
港
湾
エ
ン

ジ
ニ
ア
40
人
、
船
員
２
人
に
対
し
、

永
年
に
わ
た
る
横
浜
港
へ
の
貢
献

が
讃
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
出
席

し
た
来
賓
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、

最
後
に
家
族
を
交
え
て
写
真
撮
影

が
行
わ
れ
式
典
は
終
了
し
た
。

左から西本健一機関長、髙宮成昭関東地方支部長、大道正周船長左から西本健一機関長、髙宮成昭関東地方支部長、大道正周船長左から西本健一機関長、髙宮成昭関東地方支部長、大道正周船長

左から大滝恒関東地方支部長代行、髙宮成昭関東地方支部長、熊谷俊人千葉県知事、𠮷本允組合政治参与、左から大滝恒関東地方支部長代行、髙宮成昭関東地方支部長、熊谷俊人千葉県知事、𠮷本允組合政治参与、左から大滝恒関東地方支部長代行、髙宮成昭関東地方支部長、熊谷俊人千葉県知事、𠮷本允組合政治参与、
高瀬雄一東京湾フェリー職場委員高瀬雄一東京湾フェリー職場委員高瀬雄一東京湾フェリー職場委員

横浜港大さん橋国際客船ターミナル（表彰式の会場）横浜港大さん橋国際客船ターミナル（表彰式の会場）横浜港大さん橋国際客船ターミナル（表彰式の会場）

山中竹春横浜市長と記念撮影山中竹春横浜市長と記念撮影山中竹春横浜市長と記念撮影
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北
海
道
小
樽
市

「海
の
日
式
典
」

海
事
関
係
功
労
者
表
彰

７
月
29
日
、
小
樽
地
方
合
同
庁

舎
２
階
大
会
議
室
で
、
令
和
７
年

海
の
日
に
お
け
る
海
事
関
係
者
等

の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
船
員
永

年
勤
続
功
労
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

表
彰
の
伝
達
お
よ
び
贈
呈
で

は
、
普
段
は
着
慣
れ
な
い
ス
ー
ツ

に
身
を
包
み
、
緊
張
し
た
面
持
ち

の
中
、
一
人
ひ
と
り
が
北
海
道
運

輸
局
長
よ
り
表
彰
状
を
受
け
取
っ

た
。
表
彰
式
後
、
岸
本
和
久
船
長

は
、「
今
回
永
年
勤
続
表
彰
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
大
変
光
栄
に
思

う
。
こ
れ
か
ら
も
漁
業
に
ま
い
進

し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

船
員
永
年
勤
続
功
労

表
彰
受
賞
者

▽
小
又
昌
博
さ
ん
（
船
長
）

▽
藤
原
美
樹
さ
ん
（
船
長
）

▽
齋
藤
昌
美
さ
ん
（
通
信
局
長
）

四
日
市
市

「海
の
日
」
記
念
式
典

７
月
31
日
、
四
日
市
商
工
会
議

所
で
、「
海
の
日
」
海
事
関
係
功

労
者
表
彰
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。

式
典
で
は
、
２
０
２
６
年
２
月

１
日
に
開
催
す
る
「
第
１
回
四
日

市
み
な
と
ラ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

で
四
日
市
と
港
の
魅
力
を
実
感
で

き
る
コ
ー
ス
マ
ッ
プ
が
紹
介
さ
れ
、

海
事
功
労
者
等
表
彰
で
は
、
海
洋

少
年
団
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
海

洋
少
年
団
に
助
成
金
の
贈
呈
が
行

わ
れ
た
。
《
名
古
屋
支
部
＝
発
信
》

鹿
児
島
県

「海
の
日
」

海
事
功
労
者
表
彰
式

７
月
29
日
、
鹿
児
島
市
の
「
鹿

児
島
サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
」

で
、
令
和
７
年
「
海
の
日
」
海
事

功
労
者
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
た
。

式
典
は
国
土
交
通
大
臣
の
式
辞

の
後
、
表
彰
状
伝
達
が
行
わ
れ
た
。

国
土
交
通
大
臣
表
彰
優
良
船
員

▽
堂
園
敏
己
さ
ん
（
マ
リ
ッ
ク
ス

ラ
イ
ン
・
一
等
航
海
士
）

九
州
運
輸
局
長
表
彰
優
良
船
員

▽
髙
峯
義
宏
さ
ん
（
奄
美
海
運
・

船
長
）
▽
川
村
昭
仁
さ
ん
（
マ
ル

エ
ー
フ
ェ
リ
ー
・
一
等
航
海
士
）

受
賞
者
か
ら
は
「
大
変
名
誉
あ

る
表
彰
を
受
け
、
感
謝
し
て
い

る
。
今
後
も
船
員
の
模
範
と
な
る

よ
う
に
日
々
の
職
務
な
ら
び
に
、

安
全
運
航
・
作
業
に
努
め
て
い
き

た
い
」
と
の
お
礼
の
言
葉
が
語
ら

れ
た
。

《
鹿
児
島
支
部
＝
発
信
》

▽
岸
本
和
久
さ
ん
（
船
長
）

▽
兼
田
貴
行
さ
ん
（
一
航
士
）

《
北
海
道
地
方
支
部
＝
発
信
》

東
京
都

令
和
７
年

東
京
港
港
湾
功
労
者
表
彰
式

５
月
20
日
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン

シ
テ
ィ
浜
松
町
で
、
東
京
み
な
と

祭
協
議
会
主
催
の
令
和
７
年
東
京

港
港
湾
功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ

た
。
今
回
の
表
彰
式
で
は
、
東
港

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
の
籾
山
司
船

長
が
表
彰
を
受
け
、
永
年
に
わ
た

る
勤
続
の
栄
誉
を
讃
え
ら
れ
た
。

式
典
で
は
、
主
催
者
の
田
中
彰

東
京
都
港
湾
局
長
と
東
京
み
な
と

祭
り
協
議
会
の
丸
山
英
聡
会
長
か

ら
あ
い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
、
小
池

百
合
子
東
京
都
知
事
か
ら
の
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

《
関
東
地
方
支
部
＝
発
信
》

大
阪
市

「海
の
日
」

海
事
関
係
功
労
者
表
彰
式
典

７
月
23
日
に
近
畿
運
輸
局
・
大

阪
海
上
保
安
監
部
と
の
合
同
に
よ

る
大
阪
地
区
の
令
和
７
年
・
海
の

日
海
事
関
係
功
労
者
表
彰
式
典
が

「
ホ
テ
ル
プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
大
阪
」

に
て
開
催
さ
れ
た
。

式
典
で
は
「
本
日
表
彰
を
受
け

ら
れ
る
皆
さ
ま
は
海
事
関
係
の
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
顕
著
な

功
績
を
挙
げ
ら
れ
た
方
々
で
あ

る
。
そ
の
功
績
に
深
く
敬
意
を
表

す
と
共
に
、
そ
れ
を
支
え
て
き
た

ご
家
族
に
感
謝
と
お
祝
い
を
申
し

上
げ
る
」
と
、
近
畿
運
輸
局
か
ら

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
る
と
と
も
に

盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

近
畿
運
輸
局
長
表
彰
・

船
員
表
彰

▽
清
岡
克
也
さ
ん
（
船
長
）

▽
草
野
一
弘
さ
ん
（
司
厨
長
）

《
大
阪
支
部
＝
発
信
》

２
０
２
５
年
９
月
５
日

中
央
選
挙
委
員
会
議
長　
　
　
齋
藤
洋

第
40
期
全
国
委
員
の
資
格
喪
失
告
示

一
、
次
の
者
は
、
規
約
第
47
条
Ａ
項
６
号
に
よ
り
全
国
委
員

資
格
を
停
止
し
た
の
で
告
示
す
る
。

《
地
方
区
・
地
方
単
位
》

０
４　
　
関
西

上
原
颯
馬

二
、
次
の
者
は
、
規
約
第
47
条
Ａ
項
８
号
に
よ
り
、
全
国
委

員
資
格
を
喪
失
し
た
の
で
告
示
す
る
。

《
企
業
区
・
企
業
単
位
》

１
１
３
鹿
児
島
地
区
組
合
員

山
下
隼
人

第
40
期
全
国
委
員
・
補
充
選
挙
の
告
示

規
約
第
45
条
お
よ
び
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
に
基
づ
き
、

第
40
期
全
国
委
員
補
充
選
挙
の
実
施
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

一
、
補
充
選
挙
を
行
う
選
挙
単
位
と
補
充
定
員

《
選
挙
単
位
コ
ー
ド
・
単
位
名
》

企
業
単
位
１
１
３
鹿
児
島
地
区
組
合
員

１
名

二
、
補
充
選
挙
の
実
施
日
程

立
候
補
届
出
期
間　
　
　
２
０
２
５
年
９
月
５
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
５
年
９
月
14
日
ま
で

候
補
者
告
示　
　
　
　
　
２
０
２
５
年
９
月
15
日

投
票
期
間　
　
　
　
　
　
２
０
２
５
年
９
月
15
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
５
年
10
月
14
日
ま
で

当
選
人
告
示　
　
　
　
　
２
０
２
５
年
10
月
15
日
（
予
定
）

三
、
補
充
選
挙
の
被
選
挙
人

（
１
）
企
業
区

全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ｂ
項
に
よ
り
、
補
充
選
挙
告
示

日
に
補
充
選
挙
を
行
う
企
業
単
位
に
所
属
す
る
完
全
資
格
組
合

員
と
す
る
。

四
、
立
候
補
の
届
け
出

立
候
補
を
す
る
者
は
、
全
国
委
員
選
挙
規
則
付
表
の
一
に
定

め
る
様
式
に
基
づ
く
立
候
補
届
を
担
当
地
区
選
挙
委
員
会
へ
提

出
す
る
こ
と
。

五
、
補
充
選
挙
の
実
施
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

中
央
選
挙
委
員
会
事
務
局
（
総
務
部
）

以
上

全国各地で
海事関係者が表彰

国民の祝日「海の日」国民の祝日「海の日」国民の祝日「海の日」

三重県四日市市で
２０２６年2月1日に
「四日市みなと
ランフェスティバル」

右から二人目が籾山司さん右から二人目が籾山司さん右から二人目が籾山司さん

左から岸本和久さん、兼田貴行さん、藤原美樹さん左から岸本和久さん、兼田貴行さん、藤原美樹さん左から岸本和久さん、兼田貴行さん、藤原美樹さん

草野一弘さん草野一弘さん草野一弘さん左から堂園敏己さん、川村昭仁さん、髙峯義宏さん左から堂園敏己さん、川村昭仁さん、髙峯義宏さん左から堂園敏己さん、川村昭仁さん、髙峯義宏さん
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⑈
⑑
⑅
・⑒
⑑
⑅
⏔
␊
␚
␁
␟
␚

Ｆ
Ｏ
Ｃ
と
は

Ｆ
ｌａ
ｇ
Ｏ
ｆ
Ｃｏｎｖｅ
ｎ

ｉｅｎｃｅ
の
略
。
税
金
そ
の
他
の

点
で
便
宜
を
与
え
て
く
れ
る
国
で

船
籍
登
録
し
た
船
舶
が
掲
げ
る
登

録
国
の
国
旗
の
こ
と
。
ま
た
、
そ

の
よ
う
な
外
国
に
登
録
さ
れ
た
船

舶
。船

舶
の
受
益
所
有
権
が
、
そ
の

船
舶
の
旗
国
以
外
に
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
、
そ
の
船

舶
は
Ｆ
Ｏ
Ｃ
の
も
と
に
航
行
し
て

い
る
と
み
な
さ
れ
る
。

Ｆ
Ｏ
Ｃ
化
の
弊
害

労
働
供
給
国
の
船
員
が
自
国
船

員
に
取
っ
て
代
わ
り
、
自
国
船
員

の
雇
用
縮
小
を
招
き
、
結
果
と
し

て
後
継
者
確
保
が
困
難
に
な
っ

た
。ま

た
、
ゆ
る
い
安
全
基
準
や
能

力
不
足
の
船
員
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

不
良
の
船
舶
設
備
な
ど
が
要
因
と

労
組
）、
富
山
港
で
は
全
港
湾
伏

木
支
部
、
新
潟
港
で
は
全
港
湾
日

本
海
地
方
新
潟
支
部
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
港
で
港
湾
労
組
と
連
携
し
、

３
日
間
で
延
べ
14
人
が
参
加
し
６

隻
を
査
察
し
た
。

安
全
点
検
で
は
、
荷
役
従
事
者

の
目
線
か
ら
詳
細
な
安
全
点
検
を

実
施
し
た
な
か
、
新
潟
港
の
貨
物

船
で
は
船
倉
へ
降
り
る
通
路
ハ
ッ

チ
の
安
全
ス
ト
ッ
パ
ー
の
不
具
合

を
発
見
し
、
船
員
と
港
湾
労
働
者

の
安
全
に
関
わ
る
安
全
上
の
不
備

と
判
断
し
Ｐ
Ｓ
Ｃ
出
動
を
要
請
し

た
。今

次
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
査
察
し

た
船
舶
に
は
、
ロ
シ
ア
人
フ
ル
配

乗
で
目
新
し
い
タ
ン
ザ
ニ
ア
籍
の

Ｆ
Ｏ
Ｃ
船
、
マ
レ
ー
シ
ア
人
１
名

と
多
国
籍
の
船
員
が
乗
船
す
る
マ

レ
ー
シ
ア
籍
船
な
ど
、
仕
組
み
の

複
雑
化
が
感
じ
ら
れ
た
。

引
き
続
き
、
船
員
の
労
働
条
件

な
り
、
海
洋
汚
染
や
海
難
事
故
が

多
発
し
た
。

Ｐ
Ｏ
Ｃ
と
は

Ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
Ｏ
ｆ
Ｃｏｎｖｅｎ

ｉｅｎｃｅ
の
略
。
便
宜
港
湾
。
港

湾
労
働
者
の
労
働
条
件
や
労
働
環

境
が
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
基
準
以
下
に
な
っ

て
い
る
港
の
こ
と
。

港
湾
多
国
籍
企
業
が
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
や
規
制
緩
和
な
ど
を
利
用

し
、
コ
ス
ト
を
削
減
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
結
果
と
し
て
未
組
織
労

働
者
や
期
間
労
働
者
の
活
用
、
船

員
に
よ
る
荷
役
作
業
、
低
賃
金
や

長
時
間
労
働
、
労
働
協
約
の
不
履

行
、
安
全
衛
生
面
の
質
低
下
な
ど

が
生
じ
る
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
内
容

未
組
織
Ｆ
Ｏ
Ｃ
船
に
訪
船
し
、

船
員
の
月
例
賃
金
や
時
間
外
労
働

な
ど
が
分
か
る
書
類
の
確
認
、
安

全
点
検
、
船
員
へ
の
聞
き
込
み
を

行
い
な
が
ら
、
査
察
報
告
書
を
作

成
。
Ｉ
Ｔ
Ｆ
（
国
際
運
輸
労
連
）

と
連
携
の
も
と
、
労
働
協
約
の
締

結
を
図
る
。

全
国
主
要
港
で

Ｆ
Ｏ
Ｃ・Ｐ
Ｏ
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施

関
東
ע
૾
ૅ
ᢿ

関
東
地
方
支
部
は
、
７
月
29
日

か
ら
３
日
間
、
港
湾
労
組
（
東
京

港
湾
、
港
運
同
盟
関
東
地
本
、
全

横
浜
港
湾
）
と
合
同
で
査
察
活
動

を
実
施
し
、
延
べ
53
人
に
よ
り
12

隻
を
査
察
し
た
。

な
お
、
そ
の
内
、
４
隻
に
警
告

文
を
提
出
し
た
。
今
後
も
継
続
し

て
定
期
的
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
船
主
に
対

し
Ｉ
Ｔ
Ｆ
承
認
協
約
締
結
の
必
要

性
を
認
識
さ
せ
る
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

ૼ
๽
ૅ
ᢿ
・̔

ᨕ
ૅ
ᢿ

新
潟
支
部
と
北
陸
支
部
は
、
金

沢
港
で
は
港
運
同
盟
（
金
沢
港
運

・労
働
環
境
の
整
備
の
み
な
ら
ず
、

港
湾
労
組
と
連
携
し
荷
役
作
業
上

の
安
全
確
保
に
向
け
た
活
動
を
推

進
し
て
い
く
。

関
ᙱ
ע
૾
ૅ
ᢿ

７
月
23
日
、
関
西
地
方
支
部
に

お
い
て
、
組
合
本
部
国
際
局
、
関

西
管
内
執
行
部
、
職
場
委
員
、
港

運
同
盟
兵
庫
地
本
・
近
畿
地
本
、

神
戸
運
輸
監
理
部
の
総
勢
36
人
が

参
加
し
、
関
西
地
区
Ｆ
Ｏ
Ｃ
・
Ｐ

Ｏ
Ｃ
対
策
会
議
を
行
っ
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
▽
査
察
訪
船

に
て
実
質
船
主
が
分
か
ら
な
い
場

合
の
対
応
に
つ
い
て
▽
言
葉
の
壁

に
よ
り
、
船
員
と
の
意
思
疎
通
が

図
れ
な
い
た
め
、
英
会
話
集
の
作

成
を
願
い
た
い
▽
荷
役
実
施
者
か

ら
Ｐ
Ｓ
Ｃ
出
動
要
請
を
提
出
し
て

も
良
い
の
で
は
な
い
か
―
な
ど
の

意
見
・
質
問
が
出
さ
れ
、
活
発
な

意
見
交
換
で
共
通
認
識
を
図
っ
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
お
い
て
は

は
、
組
合
執
行
部
と
港
運
同
盟
が

合
同
で
延
べ
29
人
が
参
加
の
下
、

３
日
間
を
通
し
て
神
戸
港
へ
入
港

中
の
船
舶
、
計
９
隻
に
対
し
て
査

察
訪
船
を
実
施
し
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
、
興

徳
海
運
の
「
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｖ
Ｉ

Ａ
」
の
訪
船
拒
否
に
対
し
、
Ｐ
Ｓ

Ｃ
出
動
要
請
を
行
い
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
協

約
未
締
結
の
Ｆ
Ｏ
Ｃ
船
５
隻
に
対

し
て
は
、
船
主
と
管
理
会
社
に
警

告
文
を
提
出
し
た
。

安
全
点
検
に
関
し
て
は
、
比
較

的
船
齢
が
古
い
船
舶
で
も
定
期
的

に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
さ
れ
て
お
り
特

に
問
題
は
な
か
っ
た
。
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
後
の
総
括
で
は
、
労
働
組
合

の
乗
船
を
拒
否
す
る
会
社
や
船
舶

に
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
協
約
締
結
に
向
け
た

活
動
と
神
戸
港
の
安
全
を
維
持
す

る
た
め
に
も
、
荷
役
作
業
に
関
す

る
安
全
点
検
・
啓
蒙
活
動
に
引
き

続
き
、
港
運
同
盟
近
畿
地
本
と
連

携
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を

確
認
し
た
。

ɶ
・ׄ

国
ע
૾
ૅ
ᢿ

７
月
29
日
か
ら
３
日
間
、
中
・

四
国
地
方
支
部
管
内
の
各
支
部
合

同
で
広
島
港
と
高
松
港
で
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
計
６
隻
の
査

察
訪
船
活
動
を
行
っ
た
。

今
回
は
興
徳
海
運
の
「
Ｒ
Ｅ
Ｓ

Ｏ
Ｌ
Ｕ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
と
「
Ｍ
Ａ
Ｇ

Ｎ
Ａ
」
に
査
察
訪
船
を
試
み
る

も
、
乗
船
拒
否
さ
れ
、
Ｐ
Ｓ
Ｃ
の

出
動
要
請
を
行
っ
た
。

査
察
訪
船
し
た
船
舶
で
は
安
全

点
検
を
行
う
も
、
異
常
箇
所
は
見

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
今
次
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
実
施
に
際
し
て
は
、
関

係
各
所
の
協
力
の
も
と
、
円
滑
に

活
動
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
今
後

も
船
員
の
労
働
条
件
の
改
善
を
目

的
と
し
た
Ｉ
Ｔ
Ｆ
協
約
の
締
結
お

よ
び
安
全
・
安
心
な
労
働
環
境
の

確
保
に
向
け
活
動
を
展
開
す
る
。

九
州
関
ᧉ
ע
૾
ૅ
ᢿ

北
九
州
港
を
中
心
に
、
九
州
関

門
地
方
支
部
管
内
の
４
支
部
合
同

で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
。

３
日
間
で
計
６
隻
に
査
察
訪
船

を
実
施
し
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
承
認
協
約
未

締
結
だ
っ
た
Ｆ
Ｏ
Ｃ
船
５
隻
に
対

し
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
承
認
協
約
の
締
結
を

要
請
す
る
警
告
文
書
を
手
渡
し
た
。

今
次
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象
船

は
船
齢
の
新
し
い
船
舶
が
多
く
、

船
内
環
境
や
設
備
等
で
問
題
点
が

見
受
け
ら
れ
た
船
舶
は
な
か
っ
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
終
了
後
、
船
員

の
労
働
環
境
と
港
湾
の
荷
役
作
業

に
関
す
る
安
全
点
検
・
啓
蒙
活
動

に
引
き
続
き
、
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
を
確
認
し
た
。

全国の主要港で査察訪船

第１０９次第１０９次第１０９次
ＦＯＣ・ＰＯＣキャンペーンＦＯＣ・ＰＯＣキャンペーンＦＯＣ・ＰＯＣキャンペーン

査察訪船のようす査察訪船のようす査察訪船のようす

訪船のようす訪船のようす訪船のようす

ＦＰＣ・ＰＯＣ対策会議のようす（関西地方支部）ＦＰＣ・ＰＯＣ対策会議のようす（関西地方支部）ＦＰＣ・ＰＯＣ対策会議のようす（関西地方支部）




